
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘ
リ
基
地
反
対
協
議
会
の
代
表
が
６
月
２
１
日
、

沖
縄
防
衛
局
を
訪
れ
辺
野
古
新
基
地
建
設
現
場
の
海

が
、
大
雨
で
流
れ
た
赤
土
で
汚
染
さ
れ
生
態
系
に
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
て
い
る
と
抗
議
し
、
工
事
中
止
を
求

め
ま
し
た
。
防
衛
局
側
は
赤
土
流
出
に
つ
い
て
「
業

者
が
適
切
に
対
応
し
て
い
る
」
な
ど
と
述
べ
、
要
請

や
質
問
に
対
し
無
責
任
な
回
答
に
終
始
し
ま
し
た
。 

北
部
土
木
事
務
所
に
も
指
導
を
要
請 

２
１
日
午
前
中
、
本
部
町
島
ぐ
る
み
会
議
の
仲
宗

根
須
磨
子
共
同
代
表
ら
が
沖
縄
県
北
部
土
木
事
務
所

を
訪
れ
、
塩
川
港
と
安
和
桟
橋
か
ら
の
土
砂
搬
出
に

関
連
し
防
衛
局
へ
の
指
導
を
要
請
し
ま
し
た
。 

こ
れ
は
「
毎
時
５
㎜
以
上
の
大
雨
の
際
は
搬
出
を

中
止
す
る
」
と
の
事
前
の
約
束
が
履
行
さ
れ
ず
、
周

辺
の
海
や
道
路
が
汚
染
さ
れ
て
い
る
問
題
で
改
善
を

求
め
行
政
指
導
の
強
化
を
求
め
た
も
の
で
す
。 
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イハ候補 １票を争う大激戦！ 
   

 

一
刻
を
争
い
携
帯
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
対
話
で
支
持
拡
大
を
！ 

 

 

 

「建議書」復刻版 小禄９条の会が販売 
 小禄９条の会が屋良「建議書」の復刻版と関連
資料を販売中です。内容は「建議書」全文、平良
亀之助論考「建議書が残したもの」、建白書、平
和資料館展示結びの言葉、玉城新「建議書」他。 
★１冊 700 円、★5冊以上 600 円 
         これとは別に「旧小禄村戦

⁾         時記録」（29 人の証言）も 
         1 冊 300 円で販売中です。 
        小禄 9条の会は「学習し、 
        贈呈し、平和を守る力にご活 

用を」と呼びかけています。 
連絡先/〒901-0156 那覇市 
字田原 18 番地 小渡律子迄 
℡・Fax 098-857-6718 

        ※ルス電に Tel 番号、氏名、注文数を。   

「海の生き物に愛と歌を」辺野古海上に平和の歌声響く 

当 

  
 

 

ヘ
リ
基
地
建
設
反
対
協
議
会
の
海
上
チ
ー

ム
は
２
５
日
、
新
基
地
建
設
現
場
の
Ｋ
８
護

岸
付
近
で
「
海
の
お
ま
つ
り
」
と
題
し
音
楽

集
会
を
開
き
ま
し
た
。
カ
ヌ
ー
２
４
艇
、
抗

議
船
６
隻
に
総
勢
６
０
人
が
参
加
。
シ
ン
ガ

ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
知
念
良
吉
さ
ん
は
じ

め
８
人
が
ギ
タ
ー
や
三
線
を
奏
で
「
さ
と
う

き
び
畑
」「
童
神
」「
島
人
ぬ
宝
」
な
ど
沖
縄

の
歌
を
中
心
に
２
時
間
、
歌
を
披
露
。
参
加

者
は
音
楽
に
耳
を
傾
け
合
唱
し
ま
し
た
。 

司
会
の
宮
城
千
恵
さ
ん
が
「
海
保
や
工
事

関
係
者
の
皆
さ
ん
、
今
日
は
み
ん
な
で
音
楽

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

手
話
の
「
月
桃
」
に
参
加
者
が
合
唱 

沖
国
大
生
の
渡
具
知
和
紀
さ
ん
（
２
０
才=

写
真
左
）
が
手
話
で
「
月
桃
」（
作
詞
作
曲
・

海
勢
頭
豊
）
を
歌
う
と
、
周
り
に
集
ま
っ
た

カ
ヌ
ー
や
抗
議
船
か
ら
歌
声
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

が
響
き
渡
る
な
ど
感
動
が
広
が
り
ま
し
た
。 

集
会
を
終
え
港
に
戻
る
途
中
、
あ
る
海
保

職
員
か
ら
「
今
日
は
い
い
音
楽
を
あ
り
が
と

う
」
と
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

参
院
選
挙
が
２
２
日
公
示
さ
れ

ま
し
た
。
沖
縄
選
挙
区
で
は
「
オ

ー
ル
沖
縄
」
の
イ
ハ
洋
一
候
補
と

自
民
党
候
補
と
の
事
実
上
の
一
騎

打
ち
の
大
激
戦
と
な
っ
て
い
ま

す
。
２
２
日
に
県
庁
前
で
行
わ
れ

た
イ
ハ
候
補
の
出
発
式
に
は
、
玉

城
デ
ニ
ー
知
事
や
日
本
共
産
党
の

小
池
晃
書
記
局
長
、
立
憲
民
主
党
、

社
民
党
、
社
大
党
、
に
ぬ
ふ
ぁ
ぶ

し
（
保
守
中
道
）
の
代
表
な
ど
「
オ

ー
ル
沖
縄
」
が
勢
ぞ
ろ
い
し
て
激

励
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た

（
写
真
上
）。 

イ
ハ
候
補
は
「
相
手
候
補
は
辺

野
古
新
基
地
を
容
認
す
る
と
し

た
。
私
は
基
地
の
な
い
平
和
な
未

来
を
実
現
し
て
い
く
。『
玉
城
デ
ニ

ー
建
議
書
』
の
実
現
を
国
政
の
場

か
ら
求
め
て
い
く
」
と
力
強
く
第

一
声
を
上
げ
ま
し
た
。 

メ
デ
イ
ア
の
世
論
調
査
は
、「
伊

波
氏
や
や
リ
ー
ド
」
と
し
て
い
ま

す
が
、
相
手
候
補
は
各
地
の
演
説

会
や
期
日
前
投
票
で
、
企
業
と
創

価
学
会
員
を
最
大
動
員
し
、
猛
烈

な
組
織
戦
を
展
開
し
て
お
り
、
全

く
予
断
で
き
ま
せ
ん
。 

イ
ハ
候
補
の
勝
利
の
た
め
に

は
、
す
べ
て
の
支
持
者
が
一
刻
を

争
っ
て
徹
底
し
た
宣
伝
戦
を
土
台

に
、
携
帯
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
訪
問
対
話

で
支
持
拡
大
を
天
井
知
ら
ず
に
広

げ
に
広
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
勝
利
す
る
ま
で
、
最
後
の
最

後
ま
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

写真上は防衛局前で抗議するヘリ基地反対協。
写真下は本部町島ぐるみの土木事務所要請。 

工事強行による環境汚染 防衛局に抗議 
 

写真は、イハ氏とともに訴え
る玉城デニー知事 
 


